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 ＜マニュアル 6＞ ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）                          

 ＤＭＡＴとは 

大地震及び航空機・列車事故等の災害時に被災地域に迅速に駆けつけ、緊急治療や病

院支援等を行うための専門的な訓練を受けた医師、看護師、業務調整員（医師、看護師

以外の医療職員または事務職員）で構成される医療チームです。このうち、本県の医療

機関のチームを高知ＤＭＡＴと呼び、この中には日本ＤＭＡＴ研修を修了したＤＭＡＴ

と、国に認められた高知ＤＭＡＴ研修を修了したＤＭＡＴがあります。後者は高知県内

の災害に限って出動することができます。 

 このマニュアルの取扱い 

このマニュアルは、高知県で災害が発生した場合の県内での医療救護活動の指針とな

るものですが、県が別途定める高知ＤＭＡＴ運用計画及び国が定める日本ＤＭＡＴ活動

要領と相違がある場合は、これらの計画及び要領を優先します。 

１ ＤＭＡＴの概要 

（１）ＤＭＡＴの活動 

ア 病院支援   災害拠点病院、救護病院等多くの傷病者が集まる医療機関からの

情報発信、当該病院でのトリアージや診療の支援、広域医療搬送の

ためのトリアージを実施します。 

イ 地域医療搬送（域内搬送） 県または市町村が実施する域内での搬送（災害現場

または医療救護所から被災地域内の医療機関へ、被災地域内の医療

機関から近隣地域の医療機関へ、被災地域内の医療機関からＳＣＵ

への患者搬送）の支援を実施します。 

  ウ 現場活動   災害現場または医療救護所等におけるトリアージ、緊急治療等を

実施します。 

  エ 本部機能支援 県医療本部及び県医療支部の運営補助を行います。また、災害時

に県が配置する災害医療コーディネーターの活動を支援します。 

（２）ＤＭＡＴの活動拠点 

   ＤＭＡＴは、ＤＭＡＴ本部あるいは活動拠点を設置し活動します。医療機関に支援

に入る場合は、病院長の指揮下に入り、病院スタッフと協力して支援活動を行います。

また、このうち、下記ア～ウの「本部」には、必要に応じて日本ＤＭＡＴ事務局の要

員、県内外の統括ＤＭＡＴ、ＤＭＡＴロジスティックチームが支援に入ることがあり

ます。 
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DMAT現場活動指揮所
DMAT域外拠点本部 DMAT病院支援指揮所

DMAT活動拠点本部
DMAT・SCU本部

DMAT高知県調整本部

都道府県災害対策本部

災害医療対策本部

厚生労働省

災害拠点病院広域医療搬送拠点

災害現場
（医療救護所あり）

DMATが活動している病院
（災害拠点病院、救護病院
等）

被災地外
都道府県

被災地域外の広域医療
搬送拠点

DMATの指揮

連絡・連携

DMAT事務局
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被
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地
域
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被
災
地
域
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DMAT・SCU指揮所

SCU

ア ＤＭＡＴ高知県調整本部 （県医療本部内に設置） 

被災地域内に設置された各ＤＭＡＴ本部間の調整を行う拠点であり、統括ＤＭＡ

Ｔが調整本部責任者となります。本県の場合は、災害医療コーディネーターが調整

本部責任者を兼務することがあります。 

イ ＤＭＡＴ活動拠点本部 （災害拠点病院に設置） 

ＤＭＡＴの病院支援及び現場活動等の指揮・調整を行います。先着した統括ＤＭ

ＡＴが責任者となりますが、先着したＤＭＡＴに統括ＤＭＡＴがいない場合は、統

括ＤＭＡＴが到着するまで先着したＤＭＡＴの医師が責任者として活動します。 

ウ ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部 （航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）に設置） 

ＤＭＡＴが行う広域医療搬送活動等の指揮及び調整を行います。先着した統括Ｄ

ＭＡＴが責任者となりますが、先着したＤＭＡＴに統括ＤＭＡＴがいない場合は、

統括ＤＭＡＴが到着するまで先着したＤＭＡＴの医師が責任者として活動します。 

エ ＤＭＡＴ病院支援指揮所（各医療機関に設置） 

当該医療機関に参集したＤＭＡＴが行う病院支援活動の指揮を行います。 

  オ ＤＭＡＴ現場活動指揮所（災害現場周辺に設置） 

ＤＭＡＴの現場活動の指揮を行います。 

カ ＤＭＡＴ・ＳＣＵ指揮所（航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）に設置） 

    ＤＭＡＴのＳＣＵ活動の指揮を行います。 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 ＤＭＡＴ体制のイメージ図 

航空搬送拠点 
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（３）高知ＤＭＡＴの整備状況 

   県内には、日本ＤＭＡＴ研修を修了したチームが 32チーム（16病院）、高知ＤＭ

ＡＴ研修を修了したチームが 32 チーム（16 病院）あります。このうちＤＭＡＴ指定

医療機関は 16 病院となっています。 （平成 27 年 1 月 31 日現在←最終は H27.3.31

時点で修正） 

☆災害拠点病院(１２病院)

日本DMAT研修修了チーム
（３３チーム １６医療機関 [下線]）

高知DMAT研修修了チーム
（３２チーム １６医療機関）

☆幡多けんみん病院（日:3 高:１）
四万十市立市民病院（日:１）
渭南病院（日:１）

高幡医療圏

安芸医療圏

幡多医療圏

☆高知医療ｾﾝﾀｰ（日:5 高:2）
☆高知赤十字病院（日:4）
☆近森病院（日:3 高:1）
☆国立病院機構高知病院（日:2 高:5)
愛宕病院（日:1 高:1）
国吉病院（高:1）
図南病院（日:1  高:１）
細木病院（高:1）
いずみの病院（高:1）

☆高知大学医学部附属病院（日:4）
☆JA高知病院（日:1 高:5）
☆仁淀病院（日:1 高:2）
☆土佐市民病院（日:1）
嶺北中央病院（高:2）

☆あき総合病院（日:2 高:2）
田野病院（高:2）

☆須崎くろしお病院（日:2 高:2）
☆くぼかわ病院（日:1 高:2 ）

＜航空搬送拠点＞
宿毛市総合運動場

＜航空搬送拠点＞
高知大学医学部グランド

中央医療圏（高知市のみ）

中央医療圏（高知市以外）

高知DMAT

６５チーム ２１医療機関

 

 

（４）高知ＤＭＡＴへの待機及び出動要請 

（高知ＤＭＡＴへの待機要請） 

ア 県または厚生労働省等は、県内で地震その他の災害が発生しＤＭＡＴの出動が必

要となる可能性がある場合は、ＤＭＡＴ派遣のための待機を県内のＤＭＡＴ指定医

療機関に要請します。   

イ 強い揺れの地震があった場合、津波警報（大津波）が発表された場合など、大き

な災害が予測されるときは、すべてのＤＭＡＴ指定医療機関は、県若しくは厚生労

働省等からの要請を待たずにＤＭＡＴの派遣のための待機を行います。  

 

＜凡例＞ 数字はチーム数 

 日：日本 DMAT 研修を修了 

 高：高知 DMAT 研修を修了 

図 6-2 高知ＤＭＡＴの整備状況 



【マニュアル６】ＤＭＡＴ 

6-4 

 

（高知 DMAT の出動要請） 

ウ 知事は、高知ＤＭＡＴ運用計画に規定される基準も考慮のうえ、速やかに県内の

ＤＭＡＴ指定医療機関に対してＤＭＡＴの派遣を要請します。 

高知ＤＭＡＴ運用計画での規定 

(ｱ)  県内で震度６弱の地震または死者数が２人以上 50 人未満若しくは傷病

者数が 20名以上見込まれる災害が発生した場合 

(ｲ) 四国ブロック内で、震度６強の地震または死者数が 50 人以上 100 人未満

見込まれる災害が発生した場合 

   (ｳ) 震度７の地震または死者数が 100 人以上見込まれる災害が発生した場合  

(ｴ) 東海地震、東南海・南海地震または首都直下型地震が発生した場合  

(ｱ) 県内での災害等により、重症患者が10名以上発生、又は発生することが予

測され、かつ地域の通常の救急医療体制では対応が困難と考えられる場合 

(ｲ) 四国内での災害等により、重症患者が10名以上発生、又は発生することが

予測され、かつ当該県内の通常の救急医療体制では対応が困難と考えられる

場合 

(ｳ) (ｱ)、(ｲ)に定める場合のほか、高知ＤＭＡＴが出動し対応することが効果

的であると認められる場合 

(ｴ) 国あるいは他都道府県からの派遣要請に基づき、高知ＤＭＡＴの出動の必

要性が認められる場合 

２ 高知県外からのＤＭＡＴの派遣 

県外からのＤＭＡＴの派遣は、原則として被災地域である県の派遣要請に基づき、

要請を受けた他の都道府県が派遣するものです。ただし、厚生労働省は当分の間、被

災地域の派遣要請がない場合であっても、緊急の必要があると認めるときは、都道府

県等に対してＤＭＡＴの派遣を要請することができるとしています。 

（１）ＤＭＡＴの待機要請 

ア 各都道府県、厚生労働省等は、強い地震や大規模な災害が発生し、被災地域外か

らの医療の支援が必要な可能性がある場合は、それぞれのＤＭＡＴ指定医療機関に

対して派遣のための待機を要請します。   

イ 次の場合には、すべてのＤＭＡＴ指定医療機関は被災の状況にかかわらず、都道

府県または厚生労働省等からの要請を待たずにＤＭＡＴ派遣のための待機を行いま

す。  

(ｱ) 東京都 23 区で震度５強以上の地震が発生した場合 

(ｲ) その他(ｱ)以外の地域で震度６弱以上の地震が発生した場合 

(ｳ) 国内で津波警報（大津波）が発表された場合  

(ｴ) 東海地震注意情報が発表された場合 



【マニュアル６】ＤＭＡＴ 

6-5 

 

(ｵ) 国内で大規模な航空機墜落事故が発生した場合 

(ｶ) 高知ＤＭＡＴの出動を要すると判断するような災害等が発生した場合 

（２）ＤＭＡＴの派遣要請 

ア 県は、県外からの医療の支援が必要な規模の災害に対応するため、以下の基準（国

のＤＭＡＴ活動要領に規定）に基づき、管下の統括ＤＭＡＴ登録者等の意見を聴い

て、速やかにＤＭＡＴの派遣を他の都道府県、厚生労働省、国立病院機構等に要請

します。 

(ｱ) 県内で、震度６弱の地震または死者数が２人以上 50人未満若しくは傷病者数

が 20 名以上見込まれる災害が発生した場合  

⇒県内のＤＭＡＴ指定医療機関に対してＤＭＡＴの派遣を要請します。 

(ｲ) 県内で、震度６強の地震または死者数が 50 人以上 100 人未満見込まれる災害

が発生した場合  

⇒県内のＤＭＡＴ指定医療機関並びに四国ブロックに属する都道府県（香

川県、徳島県、愛媛県）に対してＤＭＡＴの派遣を要請します。 

(ｳ) 県内で、震度７の地震または死者数が 100 人以上見込まれる災害が発生した

場合  

⇒県内のＤＭＡＴ指定医療機関並びに四国ブロックに属する都道府県（香 

川県、徳島県、香川県）及び四国ブロックに隣接する地方ブロックに属

する都道府県に対してＤＭＡＴの派遣を要請します。 

(ｴ) 東南海・南海地震が発生した場合  

⇒県内のＤＭＡＴ指定医療機関及び全国の都道府県に対してＤＭＡＴの派

遣を要請します。 

イ 地方ブロックの名称及び当該ブロックに属する都道府県は、次のとおりです。  

    (ｱ) 北海道ブロック：北海道  

    (ｲ) 東北ブロック：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、新潟県  

    (ｳ) 関東ブロック：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県  

    (ｴ) 中部ブロック：富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、 

            愛知県、三重県  

    (ｵ) 近畿ブロック：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県  

    (ｶ) 中国ブロック：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県  

    (ｷ) 四国ブロック：香川県、愛媛県、徳島県、高知県  

    (ｸ) 九州・沖縄ブロック：福岡県、佐賀県、大分県、長崎県、熊本県、宮崎県、 

鹿児島県、沖縄県  

（３）各都道府県ＤＭＡＴの派遣 
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ア 県または厚生労働省から派遣要請を受けた都道府県は、管内のＤＭＡＴ指定医療

機関に派遣を要請し、派遣要請を受けたＤＭＡＴ指定医療機関は、待機が完了して

いるＤＭＡＴから順次派遣を行います。  

イ 県または厚生労働省が指定する参集拠点（災害拠点病院、広域医療航空搬送拠点

等）に参集し、そこで活動内容の指示を受けます。 

ウ 参集してくるＤＭＡＴは、ＥＭＩＳに携行資機材や構成メンバー、連絡先（衛星

携帯電話番号等）、現在の移動場所などを入力しながら参集してくるため、その情

報は県医療本部等からも確認できます。 

エ 医療資機材や通信手段、移動手段や食料、水、寝袋など自己完結を前提とした装

備を有して参集してきます。 

（４）高知県内でのＤＭＡＴの指揮・調整 

  ア 県医療本部は、県内で活動する全てのＤＭＡＴを、県医療本部内に設置するＤＭ

ＡＴ高知県調整本部を通じて統括します。 

  イ ＤＭＡＴ高知県調整本部は、県医療本部の指揮の下、県内で活動する全てのＤＭ

ＡＴの指揮・調整及び各ＤＭＡＴ本部の設置を行います。 

  ウ 被災地域の各ＤＭＡＴ本部（ＤＭＡＴ活動拠点本部、ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部等）

は、ＤＭＡＴ高知県調整本部の指揮の下、被災地域内で活動するＤＭＡＴの病院支

援活動、現場活動及び広域医療搬送などの直接的な指揮・調整を行います。 

  エ 各ＤＭＡＴ本部は、病院支援、現場活動及びＳＣＵ活動を指揮するために、必要

に応じてＤＭＡＴの活動場所に指揮所を設置します。 

  オ 県内の医療救護施設に支援に入るＤＭＡＴは、当該施設の管理者の指揮下に入り

支援活動を行います。 

（５）ＤＭＡＴロジスティックチーム 

    県は、災害の規模に応じて、厚生労働省・ＤＭＡＴ事務局と調整のうえ、都道府

県、文部科学省、国立病院機構等に対してＤＭＡＴロジスティックチーム隊員の派

遣を要請します。
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 ＜マニュアル７＞ 広域医療搬送                          

１ 広域医療搬送の概要 

（１）目的 

 広域医療搬送の目的は、被災地域内での治療が困難なため被災地域外の医療施設に

おいて緊急に手術や処置などを行うことにより、生命・機能予後の改善が十分期待さ

れ、なおかつ搬送中に生命の危険の少ない病態の患者を、被災地域外の医療施設まで

迅速に搬送し治療することです。 

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

被災地域外の航空搬送拠点

被災地域外の航空搬送拠点

高知大学医学部

宿毛市総合運動公園

拠
点

災害拠点病院

航空搬送拠点
（ＳＣＵ含む）

患者搬送の流れ

医師等搬送の流れ

① DMATが参集、航空搬送拠点へ移動

② 広域医療搬送適用患者のトリアージ
及びSCUへの搬送

③ SCUでの再トリアージ
及び安定化処置

④ 自衛隊機等による地域外への搬送

 

（２）広域医療搬送の適用 

（優先順位別の時間目標） 

優先順位別に、それぞれ何時間以内に、被災地域外の病院へ搬入するべきかは次の

とおりです。 

    緊急度Ａ：発災後８時間程度を目標に実施 

    緊急度Ｂ：発災後２４時間程度を目標に実施 

 

図 7-1 大型回転翼機を使用した広域医療搬送活動の概要 

広域医療搬送拠点 

→航空搬送拠点に修正 
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（広域医療搬送の適用となる重症者の症状例） 

   ア 頭、胸、腹部等に重症の外傷がある患者 

   イ 身体の一部が家屋に挟まれた等の既往がある患者（クラッシュ症候群） 

   ウ 全身に中等度以上の熱傷がある患者（20≦BI≦50） 

（３）広域医療搬送の搬送トリアージ基準 

○ 災害時は Primary survey＋αで判断  

A 気管挿管
人工呼吸

気道内出血

大量気漏
大量血胸（500ml以上）

心嚢液貯溜
腹腔内液体貯溜

骨盤骨折（不安定型）
安定型（ショック＋）

腹膜刺激症状

大動脈損傷
気管気管支損傷
横隔膜損傷

急性硬膜外血腫
脳挫傷が主体でない急性硬膜下血腫
中硬膜動脈や静脈洞を横切る骨折

多重長管骨骨折
重症軟部組織損傷

安定型骨盤骨折（止血治療必要）

GCS≦13で
意識レベルの悪化傾向
瞳孔不動
片麻痺
頭蓋骨解放骨折

利尿なし利尿あり

頭部CTで脳損傷
GCS≧13
出血素因を持つ頭部外傷
気管挿管を要する頭部外傷
頭蓋底骨折

20≧BI≧50

B

C

D

胸腔ドレナージ

FAST

骨盤X-P

緊急度A：8時間程度を目標

緊急度B：24時間程度を目標

備考：緊急度

A

B

C

D

呼吸不全

気管挿管
人工呼吸

ショック

カテコラミンや
機械による
サポート

ARDS、重症肺炎 開胸、開腹術後

肺塞栓

ACS

Sepsis

急性中毒

急性脳梗塞、
脳出血、SAH

脳炎、髄膜炎

自然気胸

腸閉塞

進行悪性
腫瘍

腹膜炎

大動脈解離

医療搬送を考慮すべき内因性病態例 医療搬送を考慮すべき外傷病態

集中治療管理が必要な病態、手術などの侵襲的処置が必要な病態

気道

呼吸

循環

中枢神経
中枢神経

循環

呼吸

気道

ｸﾗｯｼｭ

熱傷

 

（４）不搬送基準 

   これに該当する症状の患者は広域医療搬送の不適用患者として判断しますが、絶対

基準ではなくあくまでも相対基準として判断してください。 

ア 四肢体幹外傷 

Fi02 1.0 下の人工呼吸で、Sp02 95％未満 

急速輸液 1,000ml 後に、収縮期血圧 60mmHg 以下 
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イ 頭部外傷 

     意識が GCS≦8 または JCS 三桁で、かつ両側瞳孔散大 

     頭部 CT で中脳周囲脳槽が消失 

  ウ 広範囲熱傷 

      BI>50   

２ 主な機関の役割分担 

（１）国の役割 

  ア ＤＭＡＴの派遣調整 

  イ 広域医療搬送用航空機の確保・運航（広域医療搬送計画の策定） 

  ウ 被災地域外の都道府県への、広域医療搬送患者の被災地域外での搬送手段及び受

入医療機関の確保の要請 

（２）被災県の役割 

  ア 被災地域内の広域医療航空搬送拠点の確保 

  イ 被災地域内の広域医療航空搬送拠点での航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）の

設置・運営 

  ウ 災害拠点病院から航空搬送拠点内ＳＣＵまでの、患者搬送手段の確保・調整 

（３）ＤＭＡＴの役割 

  ア 被災地域内の災害拠点病院における広域医療搬送適用患者の選出 

  イ ＳＣＵにおけるトリアージ及び医療活動 

  ウ ＭＡＴＴＳＥＭＩＳの医療搬送機能の運用 

  エ 地域医療搬送及び広域医療搬送中の患者の管理、応急処置 

３ ＳＣＵの設営 

（１）ＳＣＵ（航空搬送拠点臨時医療施設）とは 

ア 被災地域内の災害拠点病院等から搬送されてくる広域医療搬送適用患者を一時収

容し、同患者の症状の安定化を図り、広域医療搬送のためのトリアージを実施する

ための臨時の医療施設として、必要に応じて被災地域及び被災地域外の広域医療航

空搬送拠点に設置されるもの。 

イ ＳＣＵ設置主体  高知県 

ウ 運営方法     高知県とＤＭＡＴが連携して運営 

エ ＳＣＵ資機材   高知県で事前に確保するものとＤＭＡＴが持参する資機材 

（２）ＳＣＵの設置・運営における役割 
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（県医療支部） 

ア ＳＣＵ展開に必要な資機材の準備 

イ 参集したＤＭＡＴ及びＳＣＵ管理協力病院と協力してのＳＣＵ設置 

ウ 高知県ＳＣＵ本部の設置・運営 

（要員の配置、通信連絡体制の確保、患者搬送班の編成など） 

エ ＤＭＡＴが立ち上げるＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部との連携 

（ＤＭＡＴ） 

ア ＳＣＵ医療資機材を可能な範囲で持参 

イ 県医療支部及びＳＣＵ管理協力病院と協力してＳＣＵを設置 

ウ ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部（及びＤＭＡＴ・ＳＣＵ指揮所）の立ち上げとチームビル

ディング 

エ ＳＣＵ活動の実施 

（ＳＣＵ管理協力病院） 

  ア 保管しているＳＣＵ資機材の設置準備（県医療支部と協力） 

  イ 県及びＤＭＡＴと協力してＳＣＵを設置 

 

 

４ 広域医療搬送実施の流れ 

（１）広域医療搬送の発動 

ア 医療機関からの情報収集等により、県医療本部で広域医療搬送の必要性を確認 

 イ 県災害対策本部から、国（内閣府）へ広域医療搬送の実施を要請 

ウ 国において広域医療搬送の実施が決定（国から決定の連絡があります。） 

図 7-2 ＳＣＵの運営体制 
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（２）広域医療搬送の準備 

ア 被災地域内の災害拠点病院において広域医療搬送適用患者を選定、そしてＳＣＵ

への搬送準備 

イ 被災都道府県が広域医療航空搬送拠点内にＳＣＵを設置 

ウ ＤＭＡＴによるＳＣＵへの広域医療搬送適用患者の受け入れ準備 

（３）広域医療搬送の計画 

 ア 国が航空機運航広域医療搬送計画を策定し提示 

 (ｱ) 予定離発着時刻 

 (ｲ) 経  路： どのＳＣＵからどの県外の広域医療航空搬送拠点へ 

（ｳ）搬送手段： C-1（輸送機）、C130（輸送機）、CH47（大型ヘリ）等 

※ 航空機運航の追加決定あり 

 イ 都道府県が地域医療搬送（域内搬送）計画を策定し提示（国の航空機運航広域医

療搬送計画に合わせて作成） 

（ｱ）予定離発着時刻 

（ｲ）経  路： どの災害拠点病院からどのＳＣＵへ 

（ｳ）搬送手段： 救急車、ヘリコプター（消防、自衛隊、ドクターヘリ等）等 

※ 災害拠点病院での広域医療搬送適用患者の選定に合わせて追加決定あり 

（４）広域医療搬送の実施 

 ア 県が地域医療搬送計画に基づき、災害拠点病院からＳＣＵへの広域医療搬送適用

患者を搬送 

 イ ＤＭＡＴと都道府県によるＳＣＵ活動 

ウ 自衛隊機によるＳＣＵから県外の広域医療航空搬送拠点への搬送 

エ 国による県外の広域医療航空搬送拠点での搬送先病院の決定及び搬送 

 

 

 

 

 

 

 

広域医療搬送の「ＳＣＵ活動」とは？ 

１ 災害拠点病院からの患者受け入れ 
－患者登録用紙記入 
－地域医療搬送にあたるＤＭＡＴからの申し送り 

２ 広域医療搬送のための安定化処置の確認・追加 

３ 広域医療搬送適用の最終決定 

４ 搭乗患者の決定 

－次の便に搭乗させる患者を決定 

５ 搭乗者名簿の策定、連絡 

６ 自衛隊機への患者の送り出し 

－搭乗者名簿の確認 

   －機内のＤＭＡＴへの申し送り 

MATTSＥＭＩＳの医療搬送機
能を使用 

・患者状況の入力・更新 

・航空機搬送情報入力・更新 

・搭乗患者名簿の作成 

 

⇒MATTS はマニュアル９

（p.9-7）を参照 
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 ＜マニュアル８＞ こうち医療ネットの掲示板機能      

１ こうち医療ネットの概要 

ア 「こうち医療ネット」は、高知県が運用しているシステムで、県内の病院、診療

所、歯科診療所、薬局、消防機関及び行政機関などをインターネットで結び、県民

の皆様に救急医療や医療機関の情報をお知らせするとともに、医療機関の連携にも

活用されています。 

イ 災害発生時には、国の広域災害・救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）との連動に

より、医療機関情報の全国への情報発信や、医療機関状況の閲覧が可能となるなど、

全国的な医療支援体制をとることを目的としたシステムです。 

イ 災害時には、掲示板機能を活用して、高知県内の医療機関、県医療本部等の間で

の情報共有、医療機関間の医療救護活動への参画に関する情報交換等を行います。 

ウ 「こうち医療ネット」の具体的な操作法や、ここで紹介する以外の管理者機能は、

関係者メニュー（http://www.kochi-iryo.net/member）から「こうち医療ネット操作

説明書」をダウンロードして確認することができます（管理者機能は県医療本部及

び県医療支部が対象となります）。 

エ 県医療本部は、南海地震が発生した場合には直ちに災害モードに切り替えて、全

国に対してＳＯＳを発信します。 

エ このほか、ＥＭＩＳ（国の広域災害救急医療情報システム）にも掲示板機能があ

り、全国の情報が掲載されます。こうち医療ネットからもＥＭＩＳにログインでき

ます（登録機関のみ）。 

２ 災害掲示板への投稿・閲覧 

（１） 「こうち医療ネット」の画面を開きます。〔http://www.kochi-iryo.net/〕 

 

  

「関係者ログイン」を 

クリック 

http://www.kochi-iryo.net/〕
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（２）機関コード、パスワードを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）災害メニューで「災害掲示板」の「閲覧」または「登録」をクリックします。 

・「災害掲示板閲覧」で、投稿されたコメントを閲覧することができます。 

・「災害掲示板登録」から、災害時に必要な医療救護活動やその他共有したい情

報等を書き込むことができます。様々な情報が投稿されるため、定期的に確認

することが情報収集のためにも重要です。 

 

 

 

 

 

機関コード、パスワードを入力し
てログイン 
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 ①登録する場合 

 

 

 ②閲覧する場合 

 

 

 

スレッドを選択（分類で絞り込みが可能） 

①スレッドタイトルを入力 

②分類と地域を選択 

③本文を入力 

④登録をクリックで完了 
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 ③書き込みをする場合 

 

 

 

 

 

  

①スレッドを選択 

②本文を入力（ファイルの添付も可能） 

③登録災害掲示板閲覧」をクリック 
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 ＜マニュアル９＞ ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）                        

１ ＥＭＩＳの概要 

（１）ＥＭＩＳとは 

ア ＥＭＩＳとは、国（厚生労働省）が運用している「広域災害・救急医療情報シス

テム（Emergency Medical Information System）」のことで、災害発生時に、各

医療機関の情報入力または都道府県による代行入力により、被災した都道府県を超

えて各医療機関の被災状況や患者受け入れ状況などの災害医療に関わる情報を共有

し、被災地域での迅速かつ適切な医療救護活動のための各種情報を集約し提供して

いくためのシステムです。 

  〔http://www.wds.emis.go.jp/〕 

イ さらに、高知県が整備している「高知県救急医療広域災害情報システム（こうち

医療ネット）と連動していますので、それぞれのシステムで入力した情報は一部を

除き、相互に反映されます。 

ウ また、ＥＭＩＳ独自の機能としてＤＭＡＴ管理メニューも備えており、災害時に

おけるＤＭＡＴの活動状況等が把握可能となっています。 

イ また、ＤＭＡＴの派遣要請、活動状況（出動、移動、活動、撤収等）について一

元的に管理を行い、その情報を関係者間で共有するＤＭＡＴ管理機能、医療搬送患

者の情報、搬送航空機等の管理を行い、搬送先である被災地外の医療機関、ＤＭＡ

Ｔ等と情報共有する医療搬送患者管理機能があります。 

ウ さらに、ＤＭＡＴが急性期に避難所の状況調査（アセスメント）を実施すること

を想定した機能、医療救護所の患者情報等を共有する機能、亜急性期以降の救護班

の活動状況を共有する機能などが備えられています。 

エ ＥＭＩＳの具体的操作については、ＥＭＩＳ上にも掲載されている、「操作説明

書」をダウンロードしてご覧ください。 

オ 基本的にＤＭＡＴ運用機能以外については「こうち医療ネット」の機能と同じで

すが、全国の医療機関状況から閲覧が可能です。 

（関係者メニューへのログイン可能機関） 

   ○高知県災害医療対策本部（県医療本部） 

   ○高知県災害医療対策支部（県医療支部） 

   ○災害拠点病院 

○救護病院 

○災害時応需入力機関（追加参加可能） 

   ○各消防本部              ※ＤＭＡＴ管理メニューも閲覧可能 
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（２）関係者メニューへのログイン方法 

  （注）メニューへログインするための機関コード、パスワードは「こうち医療ネット」

で使用しているものです。 

① ＥＭＩＳのトップ画面で「災害関係者ログイン」をクリック 

 

 ② 「機関コード」、「パスワード」、「所属（都道府県名）」を入力してログイン

 

「災害関係者ログイン」をクリック 

「こうち医療ネット」で使用している「機

関コード」、「パスワード」を入力します。 

以降、全面改訂（見え消し省略） 

「所属」を「高知県」にしてログインを

クリックします。 



【マニュアル９】ＥＭＩＳ 

9-3 

 

２ 災害時の運用 

（１）運用の切り替え 

県医療本部が災害運用への切り替えを行います。 

（２）院内状況の入力 

①「緊急時入力」を行います。 

 

 

【緊急時入力画面 1/2】 

 

 

まず「緊急時入力」を入力し、その後

「詳細入力」を入力します。 

被災状況を選択入力 
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【緊急時入力画面 2/2】 

 

【入力終了画面】 

 

 

 

引き続き、詳細入力が可能 
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 ②「詳細入力」を行います。 

ある程度、病院内の状況が把握できた頃に具体的な被災状況、医療提供体制の実

績等を入力します。全項目を一度に入力する必要は無く、状況が判明次第、その都

度、入力を実施してください。（数字は半角。） 

 

 

 

 

 

 

該当する事項を選択、または数字を入力する。 
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（３）医療機関の状況の閲覧 

① 医療機関状況の閲覧・出力 

  関係者メニューの「災害共通」、「医療機関等・支援状況モニター」を選択 

 

 

検索条件で「高知県」を選択します。 

キーワードで絞り込みも可能です。 

赤：要手配。支援が必要な旨の入力があるが、支援 

チームがいない。  

青：被災なし。入力された内容が支援の必要なし。  

桃：未入力。  

黄：支援チームの手配は完了しているが、まだ支援 

活動が行われていない。  

橙：支援チームが活動している。  

検索結果画面 
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（４）ＤＭＡＴの活動状況の閲覧 

   関係者メニューの「災害共通」、「活動状況モニター」を選択 

 

 

 

 

検索条件で「高知県」を選択します。 

キーワードで絞り込みも可能です。 

検索結果画面 
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インターネット

災害医療対策本部 災害拠点病院

SCU
被災地域内
広域搬送拠点

SCU
被災地域外
広域搬送拠点

受入病院

閲覧
新規
情報登録

閲覧
情報更新 閲覧

情報更新

閲覧
情報更新１

２

３

４

域内搬送 広域搬送 域内搬送

厚労省等

閲覧

被災地域

５）医療搬送（ＭＡＴＴＳ） 

ア 広域医療搬送を行う場合、被災地域内から搬送される広域医療搬送適用患者の情

報を、災害拠点病院から被災地域内のＳＣＵから、県外の航空搬送拠点を経由し、

最終受け入れ病院まで、逐次入力、更新、閲覧できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 関係者メニューの「医療搬送」、「医療搬送患者登録」をクリックします。 

 

 

 

閲覧 
閲覧 

情報入力 

1 
2 

3 

SCU 

被災地内 

航空搬送拠点 

SCU 

被災地外 

航空搬送拠点 
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② 医療搬送患者の登録 

・広域医療搬送の患者登録は、被災地域内のＳＣＵにおいて、ＤＭＡＴのＳＣＵ

担当者が実施します。 

・被災地域内の災害拠点病院及びＳＣＵ、被災地域外の航空搬送拠点及び最終受

入病院は、搬送適用患者の状況の登録を行います。 

・ＤＭＡＴのＳＣＵ担当者、災害拠点病院担当者等が実施します。 

 

イ 日本ＤＭＡＴ事務局が、搬送で使用する航空機の情報を登録します。あわせて出

発日時や離発着するＳＣＵ等を登録します。 

ウ ＳＣＵでは、航空機への搬送適用患者を登録し、搭乗者名簿も作成します。その

他、航空機状況の更新を行います。 

 ①関係者メニューの「災害共通」、「搭乗者名簿作成」をクリックします。 

 

必要事項を記載して

「登録」をクリックす

ると完了します。 
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 ②条件を設定して、「検索」をクリックします。 

 

③ 搭乗者名簿を作成したい航空機を選択します。 

 

     

  

必要事項を記載して

「登録」をクリックす

ると完了します。 
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④搭乗者名簿更新画面で必要事項を入力し、「更新」をクリックします。 

     患者情報の更新、削除等も同様です。 

 

⑤ 「災害共通」のメニューから、広域医療搬送適用患者の状況を、県災害医療対策

本部、厚生労働省等の関係機関が閲覧できます。 

 

 


